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要約





　 “Hanamatsuri（花祭り）”,a traditional folk festival whose customs have handed down 
from generation to generation in Kitashitara, Aichi Prefecture, connotes religious 
meanings, mythological factors,and the Chinese doctrines of the Five Elements, among 
others. It is the purpose of this paper to consider the relationship between the word 































































り、｢蜂の巣 ｣ は「ハチス」、｢蓮華 ｣ の意であ































｢ ひいな ｣ についての記述である。
土地によって顔面等が明らかに現れたものもある。「ひいな」は五方位に飾る意味で、別




「産衣」という指摘は興味深いものである。それは、この ｢ 白蓋 ｣ の中心が新しい世界を生み出
す処と祭文から読み取れる事と無関係ではないといえるからである。つまり、先に述べた ｢ 蜂の
巣 ｣ の問題がここに絡むのである。繰り返すが、｢ 蜂の巣 ｣ ＝ ｢ ハチノス ｣ は ｢ ハチス＝蓮」であっ
て、『大土公神経』に顕れるイクバの臍より咲き出てくる蓮華であり、それは同時に新しく生ま
れてくる赤子としての世界を迎え入れることを産衣としての ｢ ひいな ｣ が象徴していることにな
る。それ故に ｢ 白蓋 ｣ あるいは「蜂の巣」を有する ｢ 湯蓋 ｣ は世界創世の中心として機能するこ











早川は、この後 ｢ 生まれ清まり ｣ について御神楽の条で触れたからと概要を次の様に繰り返している。
式に遇う者に白の「ゆわぎ」を着せ、舞庭中央の竈の前（あるいは社殿前）に立たせ、




































｢ 湯蓋 ｣ は「白蓋」を簡略化したものとなる。白蓋は、本来湯蓋ではなく迎えた神の頭上に捧げ
るものであろうと考えるのだが、ここでは地区ごとの湯蓋と白蓋について表を造ってみる。
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　このように表に纏めて気がついたことがある。それは ｢ 湯蓋 ｣ ｢ 白蓋 ｣ の分布であり、さらに


































































































































































































































































べてきた ｢ 花祭 ｣ の一連の流れの中から「湯蓋」、また「白蓋」と多くの「添え花」などは、一
つ一つを単独に見ていくのではなく、｢ 再生 ｣ あるいは ｢ 生まれ清（浄）まり ｣ という目的を果た
そうとする祭を、執行するための必然的な宗教的装置と理解していくのである。そして、これま
でに触れてきたように花祭が「蓮華蔵世界」を構築している見るならば、舞庭の天井に飾られる 













①拙論　｢ 千葉蓮華の咲く祭（その一）｣ 北設楽の花祭を考える『言語・文学・文化』東海学園大学 第 12 
号（通算）71 号）19 ～ 28　平成 25 年　




③武井正弘編『奥三河花祭祭文集』岩田書院　史料叢刊４　2010 年　214 ～ 215 頁






見る ｢ 原人賛歌 ｣ に繋がっていく事になる。
⑥このことは②を参照されたし。
⑦早川－Ⅰ、76 ～ 79 頁 ｢ 祭場に要する祭具 ｣ で触れているが、｢ 湯蓋 ｣ を中央竈の上に吊す事、その構造が複
雑であることと、指摘している。「白蓋」は『古よりの花祭　受け継ぎし技と形』（東栄町　平成 24 年　
監修・文　山本宏務）
⑧　 ｢ 湯立て口伝（その一）｣ 振草系中在家　早川－Ⅰ、449 ～ 451 頁、
湯立て釜祓い（ママ）の口伝の中で、湯の父、湯の母が湯本へ渡る様を唄っている。注目すべき処は、
庭なかに七つ釜立て沸かす湯は、御ぜさにめいせば（ママ）こをりひやみず、と記している処であり、
さらに小供（ママ）を連れているところである。また、大入系津具の ｢ 湯立て口伝（その二）｣ 前掲書 
451 ～ 452 頁でも、湯の父、湯の母が唄われている
こちらでは二人の丈が七尺袖が六尺と唄われるが、子供の記述はない。
⑨前掲書　352 ～ 354 頁
⑩前掲書　74 頁

















⑲（早川－Ⅰ、109 ～ 110 頁）
⑳吉野裕子『陰陽五行と日本の文化』大和書房 2004（2003）











㉓長沢利明「民俗学の散歩道　6　七十五膳の神饌」『西郊民俗談話会』2010 年 4 月 
ただし奥村貴子論文（1995：1996）は未見。ただし、高橋晋一氏の「平八幡神社祭礼について」『阿波学
会紀要』第 50 号 2004 の註２には全国 20 カ所と奥村貴子（1995）の調査を引いている。更に同氏は ｢ 吉野
川市山川町川田・八幡神社例祭における特殊神饌」『阿波学会紀要』第 58 号 2012 の 162 頁では奥村貴子
｢ 七十五膳据神事の研究（上）」『岡山民俗』203（1995）の 6 頁を引き、全国で四十例あまりと記している。
この数の変動は調査の進捗状況を暗示するものと考えたい。（ただし、筆者未見である）また、高橋氏は
七十五膳の意味を齋藤ミチ子氏の ｢ 多膳形態の諸相－七十五膳について」『國學院大學日本文化研究所紀
要』35 － 6　1999 を引き、｢ 豊富な品数を盛り沢山にした供膳 ｣ と同義と捉えるのが妥当であろうとする齋
藤氏の見解を受け入れている。（筆者未見）
㉔前掲書『奥三河花祭祭文集』217 ～ 227 頁
㉕前掲書 226 ～ 227 頁　文中より引用しておく。
1 ． 大災　２． 大上グン　３． サ
（大）ママ
イオン　４． サイトク　５． サイヲン　６． サキャウ　７． サイバン　













16． ジッシ　17． ヒッシテ　18． ヤキャウ　19． 年ノ金神　20． 月ノ金神　21． 日ノ金神　22． 時ノ金神









 　35． サスカミ　36． ウンクワ　37． 

























は　天龍村教育委員会編『南信濃／天龍村　大河内の民俗』信濃路　昭和 48 年　92 ～ 93 頁。
㉗拙論、註①
東海学園大学研究紀要　第19号
㉘早川－Ⅰ、75 ～ 79 頁の間に見る、湯蓋、白蓋の説明及び祭場の飾り付けによると、すでに「ゆぶた」と
「びゃっけ」の役割が混同している節があることを見て取れる。また、次の註㉑で示した早川の舞庭飾り










第 58 輯　平成 25 年）
㉝『花のほんげん祭文』早川－Ⅰ、432 ～ 437 頁
